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年齢・成長に対応したこれからの性教育に向けて

安達　知子
恩賜財団母子愛育会総合母子保健センター愛育病院　名誉院長

座長 ： 安田　一恵　子ども未来局子育て支援部　子育て支援課

　日本の少子化は急速に進行しており、出生数は第二次ベビーブーム直後1975年の190万人から2022年は

77万人へと40.5％に減少している。特に20－24歳、25－29歳は11.0％、20.0％へと減少を示す中、20歳未

満の出生数はそこまでの減少率を示していない。　

　2022年の15歳以下での出生数は88例、人工妊娠中絶件数は403件である。この年齢での妊娠は、妊娠

に気づかなかった、気づいても相談先を知らず、どのように行動してよいかわからなかった、などの状況が

推測される。

　現在、中学校までの義務教育において、性交についてはとくに触れないとする学習指導要領の解説「歯

止め規定」があり、そのため性交に関連する避妊（意義、種類やその効果の違い、使用法など）、緊急避妊、

人工妊娠中絶や母体保護法などについて、学校のカリキュラム内で学習する機会はない。一方、中学生女子

は4.5％、高校生女子は19.3％が性交経験を持っているとされ、多くの女子に意図せぬ妊娠が起きる可能性

がある。このような実態からも小学校から義務教育終了までに、その年齢に応じた適切な性と生殖に関す

る学習や指導が必要である。2023年7月に刑法改正が行われ、性交同意年齢は明治以来の13歳から16歳

へと引き上げられた。この機会をチャンスととらえて、諸外国同様、性交同意年齢までに性や生殖について

学校での教育プログラムの中で学習できる仕組みを作っていく必要がある。性交に関しては、決してネガテ

ィブに教育するのではなく、小学校中学年から、生物が生きていくために必要な（生殖のための）仕組みと

捉えられるように、おそくとも小学校高学年からは性的な気持ちは誰もが経験する自然なもので、そのため

に必要な行為（自慰行為など）や制限すべき行為などもふくめて指導できること、人では生殖以外にも愛情

表現としての性的な接触があり、その究極な形が性交であることなど、繰り返して中学卒業までに学習でき

るようなカリキュラム作りが急がれる。性の健康教育のためには、自己尊重や自己決定権、相手とのかかわ

り、距離感や同意の取得などの適切な人間関係性の形成についてのスキルを学ぶことは大切である。なお、

子どもたちが成長する際に家族の存在は大きいが、それ以外にも信頼できる大人を認識できるように、また

相談窓口を利用できる仕組みづくりやそれを周知することが必要である。
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子どもたちの権利を守る多職種連携と協働

富岡　麻子
北海道大学病院医療技術部　精神保健福祉士

座長 ： 中右麻理子　北海道大学病院　児童思春期精神医学研究部門

　日本の精神科医療（特に社会的入院問題）は諸外国からの立ち後れが指摘されており、その中で児童に

関わっていく難しさを日々感じている。閉鎖病棟や隔離拘束など、精神保健福祉法下で保障された独自の

治療構造は精神科固有のものであり周囲から誤解を受けることも多い。一方で精神科には多職種協働の文

化があり、カンファランスや治療プログラムに各職種が組み込まれており、心理社会的な治療は原則チーム

アプローチで行う理念を診療科全体が共有している。このような多職種協働の流れが子どもに対応する領

域で拡大していくことが今後不可欠になっていくと考えられる。

　講演ではまず、大学病院の児童精神科ソーシャルワーカーという立場で心理社会的な治療に携わってい

るなかで、福祉の基盤を持つ唯一の職種としてアドボカシー（権利擁護）の視点を常に意識し外来や病棟

の子どもたちに接していく必要性について共有したい。ソーシャルワーカーが支援に加わることで得られる

メリットをお伝えし、医療機関や地域に散在するソーシャルワーカーをご今後活用いただけるようにスキルを

共有したい。

　子どもたちの権利を守るチーム支援の「多職種連携と協働」について、北大病院精神科における連携と

協働パターンをふり返りながら有機的で実効性のあるチーム形成について検討したい。うまく連携がとれな

いと思う時そこに何が起こっているのか、人や機関同士がつながる時のインターフェイスに着目し、つながり

方や役割分担の有り様を整理しつつケースを通してご提案したい。また、ハブ機能を持つ人や機関が現れれ

ばシンプルな構造化が可能となるが、実臨床面での困難さについても議論したい。

互いがコミュニケーションをとるのは相手との差異を埋めようとするからである。それぞれの職種が自分の

専門性（できること＋できないことの限界）を知るだけではなく、それを相手に伝える努力も必要と考える。

連携先をアセスメントした上でつなぐ・託すことで、同じ方向性を向き、同じ目的を有するチーム全体の支

援力が飛躍的に向上する可能性について議論していきたい。
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